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麗 1助金限度額 100万 円 (1団中陽 たり) 回解副9割塀
※丼郷地区全体の機詢金合計額は500万円 ※特優で10割まで

碑醜 わくわく事業とは

地域の皆さんが地域課題の解決に取り組む活動に対して、豊田市

が補助金を交付する仕組みです。活動をとおして地域が活性化 し、

まちづくりの担い手づくりにもつながります。

亀願窯爾琴薦職:轟

わくわく事榮成果発表会
回 時 3月 11日 因 雑 6時3吟から

目詞所 猿投コミュニテイセンター 大会議室

これからわくわく事業を始めようと思つている方、成果発表会

をぜひお聞きください。活動のヒントがきつと見つかります !

ほかの地区の成果発表会の開催日程

協1餞 二段4場聯
「
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猿投台
猿投台交流館 多目的ホール

3月 12日 (木)午 後 フ時～

石  野
石野交流館 多目的木―ル

3月 17日 (火 )午 後 7時～

保  見
保見交流館 多目的ホール

3月 18日 (水)午 後 7時～

猿 投
猿投北交流館 多目的木―ル

3月 19日 (木)午 後フ時～※成果発表会は、どなたでもご参加いただけます。



わくわ(事業の応募資格と要件|

賤補助事業者として
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申請する団体は、多くの地域住民に支持され

ていると認められているかなど、要項に定め

られたすべての項目を満たしていますか。

鰈公共性や公益性のある事業であること

申請する事業は、地域の課題解決や活性化に

つながりますか。また、趣味的活動や特定の

個人・団体の利益を目的にしていませんか。

申請する事業は安全。安心な地域づくりを推進

する活動であるなど、要項で定められた8項目

のうち、いずれ力Чこあてはまつていますか。

聰実現性や将来性のある事業であること

申請する事業は、事業計画や実施体制が十分検

討されてしヽますか。また、地域活動の担い手の

育成につながると期待できるものですか。
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3月

51月

全体の流れ ■

わくわく事業の募集

麒
公開審査会

■ 隋 ■
補助金勢付決定■|

靡|■ ||
事業の実施

1饉||■|
補助1金支払し,■|

■蝙 ||■
活動成果の発表会

申請団体が行 うこと |

募集要項を受け取り、申請書に必

要事項を記入して猿投支所へ提出

事業内容を地域会議委員に説明

(プレゼンテーション)

計画どおりに事業を実施

事業終了後、 30日以内に実績

報告書を猿投支所へ提出

来補助金は前払いも可能 (概算 lZNい )

活動の成果を発表

||li夕:ギ | 珈 ⅢⅢll機ヽ‖‖あ‖1翻

説明のポイント

① 地域課題の解決

に向ける思いを簡

潔に審査員 (地域会

議委員)へ伝えてく

ださい。

② 発表時間内にわ

か りやす く説明し

てください。年
月
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わくわく事業をとおして、こんな地域になったらいいな !と思え

る課題、地域住民だからこそできること、ありそうですよね。
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夕1えば、「子どもの安全を守りたしヽ」などのように、「わたしもそ

れに困つてしヽる」という仲間を、5人以上集めます。

申|'～●が啓 |,響や つ 1琴
動
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課題にはいくつもの原因があります。どの課題に絞り、どのよう

な状態を目指すのか、そのために何をするのか考えましょう。

1警琴 1督琴 ‐11P‐|｀下 1琴|レ
1會い■言事

‐
事事 1下|う|■ ||■

何をするのかが決まったら、必要な費用を考えてください。課題

解決のために効果のあがる予算を立てましょう。

1守琴 1費奪 1警零 |● Ⅲ 琴す ||■ |||■  ■ ||||■ |

自分たちの思いが多くの人に伝わるよう、読みやすく、わかりやすい申

請書を作りましょう。困ったときは、猿投支所へご沐臨炎ください。
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わ‐く―わ(事1業の紹1介

今年度、丼郷地域では 17団体がわくわく事業の補助を受け、さまざまなまちづくり活動に取り組み

ました。どの団体もそれぞれの活動をとおして地域に貢献しています。

各団体が 1年かけて取り組んできた成果を、 3月 11日 (水)の発表会でぜひお聞きください。

団体名

ノヾイオクラブすいじん 四郷地区棒の手保存会

天道諺言伝え編集委員会 下古屋まちづ くり委員会

高町まちづ くりの会 ふるさと丼上 。未来座

御船の川と環境を守る会
とよた子育てサークリレネッ ト

ワークの会 「コネッ ト」

水無瀬川周辺植栽

推進事業実行委員会

丼郷地区防犯

ネットワーク会議

丼城置まちづ くりの会
丼槻5便利帳編集

(改言丁)委員会

御船 希少植物を守る会 四郷駅 CIC

丼郷地区自主防災会 樋田川ほたる愛護会

丼上頌徳碑を守る会 鱚 鋏 雖

天道諺言伝え編集委員

会の会議風景

四狙限沢CIC
イルミネーション

設置風景

御船 希少植物を守る会

作業風景

解説 地域予算提案事業とは?
地域の意見を市の施策に反映させ、地域と行政

が協力して課題解決に取り組む制度です。

地域1予算提案事業の1紹介
地域予算提案事業で取り組んだボランテイア養成講座

といさとお助け隊の成果を紹介します。

ボランテイアのことを楽しく学び、実際に体験し、仲間をつくることを

目的に講座を開催しました。受講者の皆さんは丼狙陣国 で活動する団体で

ボランティアを体験し、受講者自らがボランティアを企画し、実践しました。

平成 30年 6月に発足した「いさとお助け隊」は、令不目元年 11月末までに、

高齢者や障がい者から延べ 55件の活動に取り組みました。

豊田市役所 猿投支所 地域振興担当

電]言舌0565-45-1214  F A X45-4824

〒470-0373 豊田市四郷町東畑

E―mail sanage― shisho@city.

用閻
７０．．呻

,aichi.」 p

ボランティア養成講座の受講者


